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4 飼養衛生管理基準改正に伴う牛農家指導に係る対応 

 

○佐藤詩織 

 

要約 

 2020年 10月に家畜伝染病予防法が改正により、飼養衛生管理基準が改正されたことを受

けて牛飼養者に対して、新しく追加及び変更された基準（新基準）の説明及び遵守指導を

2021年 2月 28日までに 25農家で実施した結果、車内交差汚染防止対策及び、来場者の消

毒実施状況の記録に関する基準の遵守率が低い事が判明した。そこで、農家だけでなく、

農場に立ち入る関係者への説明が必要と判断し、集乳や、酪農ヘルパーの派遣を実施して

いる東京都酪農業協同組合に対して、新基準について説明、対応を依頼したところ、集乳

担当者が農場へ渡す伝票への消毒記録の記入、車内交差汚染防止用シューズカバーの配布

を実施してもらうことになった。また、農家指導において、判断に迷う事例が散発したた

め、所内で目合わせ会を実施し、職員間で指導内容の統一及び情報共有を図った。豚及び

鶏の担当者からも、検討事項を募集することで、畜種間で共通する基準について、指導内

容を統一することが出来た。また、新基準は項目が多く、1戸あたりの指導に 1～2時間が

必要であり、農家と職員の双方の負担が大きかった。そこで、飼養者にあらかじめ新基準

に関する知識を入手してもらう事で、遵守率向上及び指導時間の短縮を図るため、農家説

明会を開催したところ農家 11人、関係者 4人の参加があった。不参加だった農家にも当日

の配布資料を送付することで知識の普及を図った。 

 

 

近年、アジア地域における口蹄疫等の悪

性家畜伝染病の発生が断続的に続いており、

国内への侵入リスクが高い状況がつづいて

いる。また、国内においても、豚熱や高病

原性鳥インフルエンザの発生が続いている。 

これらの疾病はイノシシ、ネズミ、野鳥

といった野生動物や農場に立ち入る人、車

両などが感染の拡大に関与していると言わ

れている。そこで、農場での防疫体制を強

化するため、2020年 10月に家畜伝染病予

防法の改正により、飼養衛生管理基準新基

準の改正が行われた。 

当所では新基準について、牛飼養者に対

して内容の説明、指導を実施した。 

 

新基準に係る農場指導 

2020年 9月～12月にかけて、都内牛飼養

者 25戸に対して、農場に立ち入りし、新基

準の説明、遵守指導を実施した。指導の際

は農林水産省が作成したチェックシートを

使用し、1項目ずつ、口頭で指導を実施し

た（図 1）。改正前と内容が変わらない基準

については、前回指導時から状況に変化が

ないか事前に農家に確認しておき、新基準

及び前回不遵守だった項目の指導に重点を

置いた。 
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 これらの指導の結果、特に「消毒の記録」

及び「車両交差汚染防止対策」の遵守率が

特に低い事が分かった（図 2、3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関への説明 

 農場指導の結果、遵守率が低かった 2項

目はどちらも、農場に立ち入る関係者の協

力が必要な内容だった。そこで、都内酪農

家の集乳や酪農ヘルパーの派遣を実施して

いる、東京都酪農業協同組合（都酪）に対

し、遵守率が低かった 2項目に加え、農場

に立ち入る者が関係する、「衛生管理区域専

用衣服及び靴の着用」と「畜舎入口での手

指消毒、靴の交換又は消毒」について説明

を実施した。また、都酪では酪農家が使用

する飼料を取りまとめて購入する業務も行

っているため、「大臣指定地域で収穫された

飼料の使用」についても説明を実施した。 

 これらの説明の結果、集乳時に集乳担当

者が農場へ渡す伝票への消毒記録の記入、

車内交差汚染防止用シューズカバーの配布

を都酪に実施してもらうことに決定した。 

 

目合わせ会の実施 

 農場で飼養者に対して指導を実施する中

で、判断に悩む事例が散発した。そこで、

職員間で情報を共有し、指導内容の統一を

図るために、所内で目合わせ会を実施した。

まずは、今まで指導してきた内容について、

項目ごとに表にまとめた（図 4）。 
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 この表について所内で周知を実施する事

で、今まで農場指導を実施したことのない

職員とも情報を共有することが可能となっ

た。次に、農場で指導を実施する中で集約

された検討事項について、同じ表に記入し

てもらうよう、所内職員に依頼した。この

際、牛だけでなく、他の畜種担当にも、指

導内容と検討事項を記入してもらう事で、

各畜種共通の項目についても、指導内容を

統一する事が出来た（図 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目合わせ会では、今までの指導内容につ

いて確認するとともに、表に記入された検

討事項について所内で話し合い、指導方針

を決定した。決定した指導方針は改めて、

表に取りまとめ、所内で共有した。 

 

農家説明会の開催 

 農場指導時は、各項目についてチェック

表を活用し、口頭で遵守状況を確認したが、

新基準は項目が多く、1戸あたりの指導に 1

～2時間が必要であった。そのため、農家

と職員の双方の負担が大きかった。そこで、

飼養者にあらかじめ新基準に関する知識を

入手してもらう事で、遵守率向上及び指導

時間の短縮を図るため、農家説明会を開催

した。説明会には、農家 11人、普及センタ

ー職員等の関係者 4人の参加があった。会

の最後には農家から、質問があるなど、意

見交換の場としても活用する事ができた。

また、不参加だった農家にも当日の配布資

料を送付したことで、説明会の内容を周知

することが出来た。 

 

まとめ 

 農場指導の中で、遵守率の低かった、「消

毒の記録」及び「車両交差汚染防止対策」

はどちらも、手間のかかる項目であり、項

目の内容を説明した際、飼養者も作業効率

を考えると現実的ではないと難色を示して

いた。これらの項目の遵守率を上げるため

には、手間のかからない方法を提案する事

が重要だと考えられる。そのために、今後

は優良事例の収集を実施し、提案できる方

法の蓄積を図っていく。 

東京都では、牛飼養者については 2年に

1回、飼養衛生管理基準の遵守状況を確認

している。そのため、令和 2年度に遵守状

況確認が未実施であった、残り半数の飼養

者についても、遵守状況確認を実施する。

その過程で、蓄積された検討事項について

は、再び、所内で対応を検討し、指導内容

の改善を図っていく。また、今年度、不遵

守項目があった飼養者についても、継続的

に指導を実施し、遵守率の向上を図ってい

く。 

 

 

 

 

 

 

 


